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　　　　　☆藤高教授，所長に就任☆

　福田武雄前所長の後をうけて，第6代所長として藤高

周平教授が昭和36年3．月31日付をもって就任した．

同教授は昭和5年東京帝国大学工学部電気工学科を卒

業，昭和6年11月東京工業大学助教授，昭和17年4
月1日東京帝大第二工学部教授となり，応用電気工学講

座を担当した．以後生産技術研究所発足とともに引き続

き勤務し，現在第3部（電力・通信）教授である．昭和

17年12月24日工学博士の学位を受けた．

　　　　　　　　☆金森教授退官☆

　第4部　金森九郎教授は本年4月末日をもって退官さ

れ，富士製鉄KKに入社した．同教授は昭和7年東京帝
国大学工学部冶金学科を卒業，八幡製鉄所・広畑製鉄所

において，製鉄の実際にたずさわり，昭和17年第二工

学部教官となり，昭和24年生産技術研究所に移行と共

に第4部教授として，鉄鋼精錬の研究をつづけて今日に

至った．酸素吹込による鉄の精錬（吹精法）が研究の主体

をなし，緩流吹精法（高炉湯道吹精法）の研究を経て，

高炉湯溜吹精法を発展させ，その研究のために1トン試

験高炉を生研内に建設し，吹精法，高炉法の研究その他

について日本の冶金研究に新しい面を拓かれた．

　　　　　　　　☆人　　　　事☆

◇第1部研究員
（1961．4．1）

秋葉錬二郎は助教授に昇任した．

　　　　　　　☆学位取得☆
◇第1部大学院学生伯野元彦は，博士課程を卒業し工学
博士の学位を取得した．　（1961．3．29）

　　　　　　　☆海外渡航状況☆

◇第1部　糸川英夫教授は，アルゼンチン共和国ヴェノ

スアイレス市において開催される宇宙開発国家委員会に

出席，ならびにアメリカ合衆国航空宇宙局において研究

技術の交換を行なうため5月2日出発，同31日帰国の予
定である．

◇第1部　秋葉鐙二郎助教授は，アメリカ合衆国航空宇

宙局においてロケット研究に関する技術ならびに情報交

換のため5月10日出発し，6月9日帰国の予定である．

◇第2部　石原智男助教授は，5月20日より7月20日ま
で，アメリカ，西ドイツ，スイス，イタリー，スエーデ

ン，イギリス，フランス各国へ出張する．目的はスイス

のインターラーケンにおける第26回IEC国際会議TC
4（水タービン部会）に出席ならびに欧米における流体伝

動装置の研究状況の視察および研究論文の討議のため．

　　　☆観測ロケット関係会社へ感謝状☆

　観測ロケット，カッパ8，9型機の完成を機に，機体
機器その他の製作に優秀な技術をもって参加されたプリ

ンス自動車工業KK航空事業部ほか19社の代表の方へ
藤高所長より感謝状を贈る式を来る6月1日に行なう．

筆 者

◇平尾　　収　教授　工博　専攻　内燃機関学・自

◇亘理

◇藤井

◇井口

◇菊池

◇宮本

　　　動車工学

　厚教授工博専攻機械力学・機械
　　　振動学

澄ニ　工学部教授　工博　専攻　機械工学

雅一　工学部大学院学生　専攻　自動制御

英一　工業技術院機械試験所自動車実験室

三二　研究生　専攻　自動車工学

紹 介

◇石原　智男　助教授　工博　専攻

　　　　　　体機械学

流体力学・流

◇水町　長生　教授　工博　専攻　ガスタービン
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